
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○全職員による共通理解と共通実践・
学習内容の定着に向けた分かりやすい
授業の実践

○学力向上対策評価シートの成果指標
を達成した教師85％以上

・教職員間で共通実践や成果指標を共通理解
し、毎月の校内研修で取組の推進を図る。
・家庭学習の大切さや具体的な取り組み方を児
童・保護者に伝え、家庭学習の習慣化を図る。

A
毎月の校内研や3回の研修会で、取組をふり返ったの
で、93％の教師が学力向上対策シートの成果指標を達
成した。家庭学習便りを２回発行し、家庭学習週間に取
り組んだ。児童の96％が「学習が分かる」、83％が「学
年の家庭学習時間を達成できている」と答えた。

B
・後期も毎月の校内研で、学年グループ毎に取組を振り
返り、全職員が共通実践を意識して取り組むことができ
た。年度末のCRTテストでは、国語は平均正答率　70％
だったが、算数は思考・判断・表現の観点で70％を下
回った。

B
・家庭学習週間などでは子供たちが自主的に学習でき
ている。学期に１回ずつではなく、毎月行い、自主学習
する機会を増やしてはどうか。
・算数の学力向上を目標に、努力してもらいたい。

○校内研究の推進 ○体育に関するアンケートにおいて「体
育が楽しい」と回答した児童の割合が、
80％以上。

・年間指導計画の見直しを行う。
・めあて、見通しが分かる授業を行う。
・授業の中に、友達との関りを重視した活動を取
り入れる。

A

・年間指導計画や指導の重点等、学年部での検討か
ら、全体での共有へという形で見直しを進めることがで
きている。
・学年部で複数体制での授業づくりを行いながら、学年
の実態に応じた計画を立て、研究を進めることができて
いる。
・低中高学年の研究授業を通して、学年に応じた「対話

A

・体育に関するアンケートにおいて「体育が楽しい」と回答した児童の
割合は75％とわずかに80％には届かなかった。しかし、「少し楽し
い」まで含めると、肯定的回答は93％以上あった。
・各学年で研修等を通じて学んだことを生かし、学年の実態に応じた
教具の工夫や、柔軟なルールの改変等を取り入れた授業づくりが積
極的に行われていたため、児童はめあてや見通しをしっかりともって
学習できていた。

A

・「体育が楽しい」と答える児童が多い実態は嬉しい。帰
宅後の外遊びにもつながっていると思う。
・今は放課後に遊ぶ子供が少ないので、体育で体を動
かすことは大切だと感じる。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした児童80%以上

・道徳に関するアンケートを年に２回実施し、変
容をみる。
・学級活動や縦割り活動を行い、自己肯定感や
自己有用感の高揚を図る。

B

・「道徳アンケート」を11月に行った。２月に２回目を取
り、変容を見ていく。
・授業参観でどの学年も年に1回は道徳をして、通信等
で発信を行い、家庭と情報共有を行った。
・友達のいい所を書く「ぽかぽかの木」活動で自己のよ
いところに気付くことができた。

A

・「道徳アンケート」では、肯定的な回答をした児童が８
０％以上であった。
・授業参観でふれあい道徳を行ったり、通信でお知らせ
したりし、家庭と情報共有を行うことができた。
・縦割り活動や行事等で、異学年間での児童の良さや
頑張りに気付くことができる児童が増えた。

A

・家庭や地域でも自然と「ぽかぽか言葉」を実践できて
いることに感動する。
・縦割り活動があるので、学年を超えての交流ができて
いるのがいいと思う。

【ぽかぽか部】
・道徳教育推進教師
・人権・同和教育担当者

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的に対応できていると回
答した教員85%以上

・いじめの認知・覚知に対する対応マニュアルを
作成・見直しを行う。
・いじめの対応についての研修・会議を年間に３
回以上行う。
・いじめの避難訓練の授業を行う。

A

・毎月いじめアンケートを取り、いじめの早期発見に役立てる
ようにしている。
 ・いじめについての職員研修会を行い、 いじめの認識の共通
理解を図ることができた。また、生徒指導連絡会で、必要に応
じて話し合いを行った。
・各学級で「いじめの避難訓練」の授業を行うことができた。

A

・毎月いじめアンケートを取り、その都度担任が聞き取りを行い、いじめの未然
防止に取り組んでいった。
 ・年間通して、各学級の生活の様子やいじめ事案を報告していった。組織的に
対応することができたと、肯定的な回答をした職員は100％である。
・「いじめの避難訓練」の授業を行ったことで、各学級で担任に気兼ねなく心配
事を相談する児童が増えてきた。相談しやすい雰囲気作りに努めていくことが
できた。

A

・先生方の努力のおかげで、毎日楽しく登校できてい
る。
・いじめについてのアンケート等、些細なことでも伝えら
れるので、いじめ防止につながっていると思う。

【ぽかぽか部】
・生徒指導担当者
・教育相談
・管理職

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
◎「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童90％以上

・キャリアパスポートの活用を図り、年度初めに
立てた年間の目標に対して、振り返りを行い、達
成度を自己評価をさせる。
・「夢の教室」や道徳を通して、児童に夢をもつこ
とや、夢に向かって努力することの大切さを、実
感させる。

B

・キャリアパスポートの活用を図り、年度初めに立
てた年間の目標に対して、計画的に振り返りを行
い、達成度を自己評価をさせた。
・児童の94％が「先生はあなたのよいところを認め
てくれている」と回答し、「将来の夢や目標を持って
いる」と答えた児童は85％だった。

A

・キャリアパスポートの年間目標に対する振り返りを、前期と後期で
一枚にしたことで、年間の目標を意識し、自己評価がしやすくなった。
・「夢の教室」や「アスリート派遣事業」の活用、各学年の道徳の授業
等を計画的に行い、夢に向かって努力することの大切さが伝わった。
・「先生はあなたのよいところを認めてくれている」「将来の夢や目標
を持っている」のどちらも、９割の児童が肯定的な回答をしている。 A

・学校にいる時間が長い中、親よりも熱心に子供と向き
合っていただき感謝している。家庭でも、三根西小の先
生方はたくさんほめてくれると話している。
・９割の子供が肯定的というのは、子供たちと先生方と
の良い関係が築けているからだと思う。

【生き生き部】
・特別活動担当
・教務主任

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

●「健康に良い食事をしている」と考える
児童80％以上

・食育の授業を年間1回以上、各学級で行う。そ
の際、栄養教諭とティームティーチングを行い、
専門性を高める授業を仕組むようにする。
・朝の健康観察で、朝食の内容を含めた喫食の
実態把握を定期的に行う。

B

・食育の授業は、2年生は養護教諭とのティーム
ティーチングで実施している。他学年は、栄養教諭
との授業を実施予定である。
・朝の喫食の実態把握のために、アンケートを実
施したり、健康観察時に呼び掛けを行ったりしてい
る。

A

・全国学校給食週間の取り組みの一環として、全クラスで食育に関す
る授業を実施した。
・朝の喫食の実態把握は、年間を通して、健康観察時の呼び掛けを
したり、アンケート実施を行ったりすることでできている。アンケートで
は、「健康に食事は大切である」と考える児童は89.7%、朝食の喫食
率は93.1％であった。朝食を摂っていない児童は、ほぼ限定されてい
るので、保護者にも啓発している。

A

・朝食を食べているかのアンケートは、家庭で気付かさ
れることも多い。メニューの例なども載せてもらえると助
かる。
・アンケートを実施することで、朝食を摂ることの大切さ
が子供たちに伝わると思う。

【ぽかぽか部】
・食育担当
・体育主任

●運動習慣の改善や定着化 ●昼休みに外遊びをする児童の割合８
５%以上

・休み時間の遊びイベントをスポーツ委員を中心
に企画し、実行する。月に１回行う。
・佐賀県スポーツチャレンジの周知と全学年への
参加を呼びかける。

B

・スポーツテストの種目の体験会を実施したり、一輪車
カードを作成したりして、外遊びのきっかけとなるような
活動を仕組むことができた。
・「昼休みに外で遊んでいる」と答えた児童は７９％だっ
た。

A

・「昼休みに外で遊んでいる」と答えた児童は１、２年生
が９４％、３～６年生は８１％だった。体育行事の充実や
委員会での取り組みはもちろん、校内研究による体育
の授業改善が進み、運動に親しむ児童が確実に増えて
いる。

A

・遊具が充実しており、広い運動場でのびのびと運動が
できていると思う。 【生き生き部】

・体育主任
・特別活動担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
○タイムマネジメントを意識して、業務改
善に努めた職員が80％以上

・定時退勤日や学校閉庁日を設定する。
・衛生委員会等を通じて、勤務実態の共有を図り、業
務改善の意識を高める。
・校務シェアボードや校務サーバー等のICT機器の利
活用を推進し、会議の時間短縮や分掌事務の効率
化を図る。

A

・校務シェアボードを活用し、職員連絡会や運営委員会
等の会議の回数や時間を大幅に削減できた。
・時間外在校等時間の平均が、７か月以上前年度より
減少している。
・アンケートで90％以上の職員が、タイムマネジメントを
意識して、業務改善に努めることができたと答えた。

A

・校務シェアボードの回覧機能の活用による会議の削
減や、通知表作成期間の短縮授業などにより、放課後
の時間を業務に当てやすくなった。
・時間外在校等時間の平均が、10か月以上前年度より
減少している。
・アンケートで100％の職員が、タイムマネジメントを意識
して、業務改善に努めることができたと答えた。

A

・様々な工夫により、先生方の負担を減らせていてよい
取組だと思う。先生方が有意義に使える時間が増える
と、子供たちに目を向ける時間も増えてよいと思う。
・先生方が笑顔で仲良く働けているかどうかは、重要な
ことだと思う。

・管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○チーム学校としての取組
の推進

○地域連携、幼保小連携、小小・小中連
携、外部機関との連携の推進

○「効果的な地域連携、幼保小連携、小
小・小中連携、外部機関との連携が行
われている」と考える教師80%以上

・児童の安全確保や各種行事の効果的・効率的な実
施のために地域との連携を図る。
・小１ギャップや中１ギャップの軽減のために、幼保小
連携、小小・小中連携の推進を図る。
・配慮を要する児童やその保護者の支援のために、
スクールカウンセラーやスクール・ソーシャル・ワー
カー等外部機関との連携を図る。

B

「効果的な地域連携、幼保小連携、小小・小中連携、外部機関
との連携が行われている」と考える教師は100％だった。
・小中連携はできたが、小小連携や幼保小連携はあまりでき
ていない。後期に、東小６年生との交流会や幼稚園生との交
流会を計画している。
・読み聞かせや講話を聞いたり、見学をしたり、地域の方のと
の交流ができた。
・配慮を要する児童のために、定期的にSCやSSWとの情報共
有を行い、協力していただいている。

A

・小中連携として中学生が本校に訪問して挨拶運動やボラン
ティア、「ようこそ先輩」の交流会などを行ったり、小小連携とし
て６年生が東小に出向いて交流会をしたり、４年生が東小児
童と一緒に体験活動をしたりした。また、幼保小連携として１
年生と来年度入学予定の幼児との交流会を行った。
・５年生の稲作体験やしめ縄づくり、３年生の社会科見学、読
み聞かせ、SSWや民生委員や児童委員との情報交換等、地
域の方の力もお借りしながら児童や家庭への支援ができた。

A

・地域との交流や小中学生の交流などは大切だと思う。
・中学生が小学校での朝の挨拶運動を行うことなどもあ
り、交流ができていてよいと思う。
・地域人材を活用し、様々な交流ができていることは良
い。

【三校合同連携部】
・教務主任
・特別支援コーディネーター
・教育相談担当
・教頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・毎月のアンケートへの対応や教職員による日頃の継続的な見取りを丁寧に行ってきたことで、いじめの未然防止や早期発見ができ、児童は安心して学校生活を送ることができた。
・様々な業務改善策に取り組んできたことで、職員のタイムマネジメントへの意識が高まり、時間と気持ちに余裕を持って業務に取り組んだ職員が増えた。
・国語、算数共に学力の定着に課題が残った。今後、読む力を高めるために読書の推奨をし、表現力を伸ばすために話し合いや自分の考えを書く活動を取り入れるなどの授業改善を行い、学力の向上を図りたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・最終評価では、ほとんどの項目で成果指標を達成することができた。しかし、「学力の向上」の項目で「マイプランの成果指標」に関する取組が成果指標に届かなかった。自分の考えを表現する時間の確保や、自分と友達の考えを比べながら書いたり発表したり

する実践はできていたが、習熟や振り返りの時間の確保が十分でなかったとの反省が見られた。

・本校は、これまで体育科の学習を通して学び続ける児童の育成を目指して校内研究を進めてきた。ここで培った学び続ける方法や意欲を他教科でも生かしていきたい。

・いじめはどこにでもあることを認識し、より一層の早期発見、早期解決に努めたい。

２　学校教育目標 やさしく、かしこく、たくましい三根西っ子の育成

３　本年度の重点目標

①やさしい子を育む（思いやりを持ち、助け合う子供の育成）

②かしこい子を育む（進んで学び、よく考える子供の育成）

③たくましい子を育む（生き生き活動する元気な子供の育成）

学校名 みやき町立三根西小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

【学び部】
・研究主任
・学力向上コーディネーター

●学力の向上


